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35 北海道大学における高気圧酸素治療のコ

スト問題
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[ 1 ）北 一 病 … 器 管 理 セ ル｜

2）北海道大学病院麻酔科 ｜ 

［はじめに｝現在，診療報酬の改定を主とした医療制度

改革により，病院経営が厳しい状況下において，高気

圧酸素治療においても保険点数が低く採算が取れない

などの理由により，装置の撤去を行なう等の施設も少な

くない。今回，北海道大学病院におけるコスト面から高

気圧酸素治療室の運営状況をH19年度の実績を元に

報告する。

［方法］ H19年度の延治療回数1071回のうち，救急適

応203回，非救急適応844回であった。北大病院は

DPCを導入しているので入院患者の非救急点、は包括

されてしまうが，通院されて治療を受けた患者382回分

とスポーツ医学等の自費診療分を収入と計算して初診

科等は省略した。支出分はメンテナンス代，ガス代，

動力費を計算してその他備品代等は省略した。

［結果］収入分として救急適応分1218万円，非救急、適

応分（通院） 84万円，スポーツ医学等の自費診療分30

万円。支出分としてメンテナンス代670万円，動力源と

しての酸素・窒素代556万円，電気代15万円となった。

差引きは91万円の黒字となったO

［考察］北大病院では，医師は麻酔科ベインチーム業務

の一環として，操作担当CEはMEセンター業務の一環

として現在4名のCEがローテーションを組んで、行なっ

ており， HBO専属の人件費が不要な事で赤字は回避

されている。又，病院からは一度も撤収の話は出てい

ない。収入面では救急適応・スポーツ医学等の患者さ

んを増やす事が収入増への課題で、ある。

［結語］第2種装置が総合病院で生き延びる最も重要

な因子として人件費の工夫が挙げられるのではないか。

36 高気圧酸素治療における臨床工学技士養成校

の臨床実習受入と当院の指導概要について
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北海道内における臨床工学技士養成学校は平成19

年4月から， 4校に増え，毎年190名の学生が入学して

いる。それに比例して，病院施設に対する臨床実習生

の受け入れへの協力依頼も増加してきているものと思

われる。

高気圧酸素治療（以下HBO）業務実習もカリキュラム

に含まれている。当院は平成13年度から20年度までの

8年間に，北海道ハイテクノロジー専門学校（以下養

成校）の実習生39名を受け入れてきた。

実習生への指導経験から学生のHBOに対する関心

度と北海道内のHBO業務実習の受け入れ状況を知る

ことが出来た。当院が経験してきたHBO業務実習の

概要と問題点を報告する。




